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下粟津町勢
（平成31年3月現在）（30年3月）

世帯数　570世帯（＋5）（565世帯）
町民数1，936名（－54）（1，990名）

男子　938名（＋7〉（931名）
女子　998名（－61）（1，059名）

下粟津町公民館　TEL44－3123
アドレスsimoawazumachi＠tempo．ocn．ne．jp

事務局受付時間
月曜日一金曜日　午前9：00一午後l：00
月末土曜日　　午前9：00～午後4：00

（題字は町内会長）

甫繋涛
ホームページ　http：／／ShimOaWa．Sakura．neJp回
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町
内
会
長

再
任
の
ご
挨
拶

町
内
会
長
　
谷
敷
　
敏
一

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
大
変
良
い
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
会
長
二
年

目
と
な
り
、
新
鮮
味
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
新
し
く
し
て
初
心

に
帰
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
　
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
☆
下
粟
津
」
　
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
昨
年
同
様
、
し
っ
か
り
と

学
童
の
交
通
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
す
。

福
祉
委
員
会
を
充
実
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
各
組
要
望
事
項
の
実
現
が
、
明

る
い
町
、
安
全
な
町
、
住
み
良
い
町
作
り

に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
一
つ
で
も
多
く

改
善
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

最
後
に
、
頭
な
し
埋
め
立
て
問
題
で
す

が
、
定
期
的
に
進
捗
を
確
認
し
遅
れ
が
出

な
い
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
四
月
に
重
要
な
選
挙
が
ご

ざ
い
ま
す
。
町

内
に
と
っ
て
良

い
結
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
皆
さ

ん
と
共
に
頑
張

り
ま
す
。
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町　内　会　長

町内会副会長
II

Il

委　　員　　長　日比野政美
副　委　員　長中田　雅晴

員辻　　正信
Il　　　　鷹　　繁次

Il　　　　小寺　俊治

II　　　　林　二三男

II　　　　高木　　豊

II　　　　松村　繁徳

II　　　　開地　幸雄

守橋　　孝三

第一輝寿会会長金益　勝雄
第二輝寿会会長藤元　政孝
親和会会長江下　清孝
壮年会会長東　世志晴
子供会会長谷敷　英宜　委
民　生　委　員飛田　勇治

lI　　　　松山　昭代

II　　　　東　　秀昭

主任児童委員表　　恵美
生産組合長山本　洋久
消防第11分団団長塚　　正宏
防犯交通推進隊隊長石lii　文明
自　主消防隊東　世志晴

1　　組肩谷　嘉恵
2　　組坂本智寿子

組松山　裕子
組堀口　裕美

1のl　組春木久美子
1の　2　組水戸　道子

2　　組新村佐知子
1　　組敷村　継香

2　の1組東　　明子
2　の　2　組水島いずみ

3　　組竹内　悦子
4　　組竹村　明美
5　　組墨田　文代
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の
ど
擬
拶

神
社
運
営
委
員
長
　
日
比
野
政
実

こ
の
度
、
町
内
会
の
総
会
に
お
い
て
、

神
社
運
営
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、

西
一
の
二
組
の
日
比
野
で
T
L
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
と
は
対
照
的
に
雪
が
無
く
、

穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
初
詣
の
三
が
日
、
下
葉
津
田
の
氏

神
様
に
多
く
の
方
々
が
ご
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
が
町
内
に
と
っ
て
、
ま
た
氏
子

の
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か
な
良
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

神
社
運
営
委
員
長
の
業
務
は
、
春
秋
の

例
大
祭
、
神
迎
え
厄
払
い
祈
願
な
ど
、
年

六
回
の
祭
事
を
執
り
行
う
事
で
す
。
そ
し

て
今
年
は
、
秋
祭
り
の
時
の
獅
子
舞
保
存

会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
、
伝
統
あ
る
神

事
祭
事
を
守
り
、
次
の
世
代
に
確
実
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
地
域
の
安
寧
と
住
民
の
平

安
を
願
っ
て
祀
ら
れ
て
き
た
こ
の
神
社
を
、

護
持
し
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
氏
子
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

再
経
の
ご
駿
拶

公
民
館
館
長
　
岡
山
　
晃
宏

今
年
は
昨
年
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
雪

の
少
な
い
一
年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
皆
様
に
は

日
頃
よ
り
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
同
様
に
、
公
民
館
の
三
大

伝
統
行
事
で
あ
る
町
民
大
運
動
会
、
秋
祭

り
輪
踊
り
、
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
す
る

こ
と
が
最
大
の
目
標
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
以
下
の
二
点
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
今
年
は
初
め
て
町
民
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
第
2
回
、
第
3

回
と
続
い
て
い
く
大
会
と
な
る
よ
う
な
足

が
か
り
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
実
は
近
年
公
民
館
お
よ
び

関
係
団
体
の
参
加
者
数
の
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
複
数
の
団
体
に
所

属
す
る
方
に
と
っ
て
は
行
事
の
多
さ
に
参

加
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
「
行
事
を
減
ら
せ
ば
い
い

の
で
は
」
　
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

単
に
行
事
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
今
あ

る
行
事
を
減
ら
さ
ず
に
、
共
有
で
き
る
行

事
に
変
え
て
い
く
な
ど
、
効
率
化
を
図
る

事
も
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
役
員
、
関
係
団
体
の
役
員
の
皆

様
に
は
ご
苦
労
を
お
掛
か
け
し
ま
す
が
、

公
民
館
の
新
し
い
一
歩
と
な
る
よ
う
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の
公

民
館
活
動
が
町
内
の
活
性
化
、
町
民
の
交

流
の
場
に
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
の
一
つ

に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
て
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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高
野
　
加
津
枝
の
四
四
－
四
二
五
七

一
・
三
金
曜
日
　
年
後
七
時
筆
～

畑
中
　
修
敏
の
四
三
－
一
八
九
八

谷
敷
　
久
美
子
の
四
四
－
一
一
二
〇
八

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
好
き
な
社
会
人

の
集
ま
り
で
す
。

今
は
男
性
ば
か
り

で
す
が
、
女
性
で

も
参
加
で
き
ま
す

（
こ
れ
ま
で
は
…
ゼ
ロ
残
念
－
・
）
。
数
年
前

ま
で
は
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
し
た

が
、
十
八
歳
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ず
い
ぶ
ん
年
齢
に
幅
が

で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
く
参
加
で
き
る

の
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
で
す
ね
。

四
月
か
ら
南
部
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
で
試
合
を
行
い
ま
す
。
日
曜
日
の
早
朝
で

す
が
、
一
目
有
効
に
活
動
で
き
ま
す
よ
。

昨
年
一
部
リ
ー
グ
で
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
、

四
位
の
成
績
で
し
た
。
今
年
の
目
標
は
…
ず

ば
り
優
勝
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
、
土
曜
日

十
九
時
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

日
々
多
忙
な
中
、

何
か
に
打
ち
込
み
た

い
方
、
心
落
ち
着
く

書
道
を
一
緒
に
始
め

ま
せ
ん
か
？

【
練
習
日
】
毎
月
第
三
・
四
水
曜
日
午
後
七
時
～

【
場
　
所
】
下
粟
津
会
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

私
達
墨
心
会
は
、
中
田
美
恵
子
先
生
を
お

迎
え
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

先
生
と
の
時
間
は
、
時
に
は
童
心
に
戻
り
、

遊
び
心
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
エ
ッ
セ
ン
ス

を
味
わ
う
事
も
あ
り
、
ま
た
添
削
し
て
い
た

だ
く
時
も
、
先
生
の
お
人
柄
か
、
と
て
も

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

毎
回
大
切
な
住
所
氏
名
を
書
き
、
昨
年
か

ら
は
百
人
一
首
よ
り
仮
名
文
字
を
練
習
し
て

い
ま
す
。

墨
の
香
り
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
、
仮
名
の

奥
行
き
に
触
れ
、
筆
使
い
に
少
し
で
も
慣
れ

る
よ
う
に
と
、
集
中
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

練
習
は
毎
月
第
二
・
第
四
の
水
曜
日
。
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま

で
で
、
下
粟
津
会
館

【
場
　
所
】
福
祉
会
館
　
申
広
間

私
は
昨
年
末
か
ら
入
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

久
し
ぶ
り
の
筆
に
、
学
校
の
お
習
字
の
時
間

を
思
い
出
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
日
も
墨
の
香
り
が
、
慌
た
だ
し
い
日
中

の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
思
う

よ
う
に
動
い
て
く
れ
な
い
筆
と
の
闘
い
に
も
、

快
い
緊
張
感
が
新
鮮
で
す
。

今
年
は
筆
で
年
賀
状
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
や
か
な
一
時
、
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

若
手
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

良
く
、
一
つ
で
も
上
位
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
同
一
町
内
の

チ
ー
ム
に
は
、
勝
利
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
が
高
く
、
仕
事
、

学
校
行
事
、
町
内
会
行
事
、
さ
ら
に
は
怪
我

や
体
調
不
良
か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
出
場

で
き
る
選
手
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
出
場
で
き

る
目
に
来
て
く
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る
方
、

見
学
し
た
い
人
は
ご
連
絡
下
さ
い
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
朝
か
ら
始
ま
る
日
曜
日
は
、
有
意

義
な
一
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連

絡
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

野
口
　
〓
呂
㊧
四
四
－
三
三
五
三

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、
日
曜
日

の
早
朝
に
念
仏
林
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
年
間

十
一
試
合
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、

シ
ー
ズ
ン
当
初
は
黒
星
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

何
と
か
挽
回
し
て
十
二
チ
ー
ム
中
、
六
位
で

した。

nakada t
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興
味
の
あ
る
方
、
是
非
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
大
歓
迎
で
す
。

藤
元
　
久
美
子
の
四
三
－
一
一
八
九
五

【
練
習
日
】
毎
週
月
曜
日
午
後
一
時
半
～
一
二
時

【
場
　
所
】
福
祉
会
館

私
と
太
極
拳
と
の
出
会
い
は
、
中
国
へ
旅

行
し
た
時
で
す
。
公
園
や
広
場
で
、
老
若
男

女
が
優
雅
に
太
極
拳
を
楽
し
む
光
景
に
魅
了

さ
れ
た
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
八
年
、
メ
ン
バ
ー
一
同
は
市

民
体
育
大
会
を
皮
切
り
に
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

や
県
交
流
発
表
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
今
で
は
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
も
楽

し
み
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
　
「
太
極
功
夫
扇
」
に
初
挑
戦
し
ま
す
。

ヤ
ル
気
は
あ
り
ま
す
が
、
僅
か
一
つ
一
一
つ

の
型
を
覚
え
る
の
に
も
四
苦
八
苦
－
・
そ
れ
で

も
皆
で
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
割
り
切
り
、
失

敗
を
笑
い
に
替
え
て
の
練
習
風
景
は
、
賑
や

か
そ
の
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

太
極
拳
を
通
じ

て
、
心
肺
機
能

や
筋
力
バ
ラ
ン

ス
感
覚
の
向
上

に
繋
げ
て
い
け

れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
敏
春
㊨
四
三
－
二
七
八
一

町
内
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
お
世
話
に
な

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も

メ
ン
バ
ー
一
同
初
心
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
和
太
鼓
と
い

う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
事
無
く
、
色
々
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
新
し

い
太
鼓
の
創
作
を
目
指
し
て
、
本
来
持
つ
祭

り
太
鼓
の
よ
う
な
、
楽
し
く
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
皆
様
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
、
楽
し
く
太
鼓
教
室
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
昨
年
十
一
月
二
五
日
、
日

本
太
鼓
シ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
「
名
人

位
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
公
民
館
で
、
毎
週
火
曜
日
に
太
鼓
の
練

木
戸
口
　
都
⑳
四
四
－
三
九
八
五

【
練
習
日
】
毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
掌
～

【
場
　
所
】
福
祉
会
館

【
練
習
日
】
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時
～

【
場
　
所
】
南
部
公
民
館

和
気
あ
い
あ
い
と
、
笑
顔
で
楽
し
く
踊
る

事
が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
声
が
か
か
り
、
み
ん
な

緊
張
感
を
味
わ
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
感

謝
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
笑
顔
が
自
然
に
出
て
く
る
様
に

踊
り
た
い
、
努
力
し
よ
う
と
反
省
も
し
て
い

ます。

と
お
菓
子
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

自
分
も
周
り

の
方
々
に
も
、

元
気
で
笑
顔
が

出
る
様
に
、
一

緒
に
踊
り
を
習

い
ま
せ
ん
か
？

世
川
　
久
美
子
㊧
四
四
－
吾
二
一
三

民
謡
教
室
は
、
加
賀
山
昭
輝
先
生
の
指
導

で
、
一
対
一
に
て
民
謡
（
三
味
線
、
諷
（
う

た
）
　
）
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
麦
屋
節
全
国
大
会
に
も
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
目
標

は
、
民
謡
協
会
の
ど
自
慢
、
能
登
麦
屋
節
全

国
大
会
、
山
中
節
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い

ます。民
謡
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
あ
…
と
思
っ

て
い
る
方
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

習
が
出
来
る
こ
と

が
、
そ
の
成
果
に

繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ます。

山
　
み
ど
り
㊨
四
四
－
三
一
二
八

今
年
の
お
正
月
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
新
春
お
茶
会
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
世
話
人
一
同
、
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
公
民
館
ま
つ
り
の
お
茶
会
に
も
、
ぜ

ひ
気
楽
に
顔
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
お
茶

nakada t
タイプライタ
      

nakada t
タイプライタ
      

nakada t
タイプライタ
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開
聞
闘
圃

！

立
志
二
刀
服
に
ち
な
ん
で
数
え
年
の
十
五

歳
を
祝
う
行
事
。
参
加
者
は
、
将
来
の
決

意
や
目
標
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

お
と
な
に
な
る
自
覚
を
深
め
る
。

一
月
十
八
日
（
日
）

市
立
南
部
公
民
館
に
て
、
第
三
十
二
回
矢
田
野
校
下
立
志
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
下
粟
津
か
ら
は
二
十
二
名
の
中
学
二
年
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
来
賓
の

方
々
よ
り
暖
か
い
は
な
む
け
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
大
川
町
の
西
照
寺
衆
徒
・
日
野
史
氏
の
「
出
会
い
の
中
か
ら
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺
の
次
女
と
し
て
誕
生
し
、
そ
れ
故
に
様
々
な
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
歩
み
、
現
在
は
寺
に

て
ラ
イ
ブ
や
他
の
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
お
寺
の
可
能
性
を
現
在
も
模
索
中
だ
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
交
え
な
が
ら
語
り
、
夢
を
見
る
こ
と
を
諦
め
ず
、
そ
の
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま

ず
、
そ
し
て
関
わ
る
人
へ
の
感
謝
・
尊
敬
を
常
に
忘
れ

と
い
っ
た
言
葉
を
い
た
だ

き
、
立
志
者
の
門
出
を
視
い
ま
し
た
。

小
倉
　
啓
史

山
口
　
聖
斗

新
村
　
唯
月

須
加
　
達
人

吉
本
　
彪
流

谷
敷
　
郁
斗

益
子
　
諒
大

小
谷
　
隆
揮

上
出
　
武
志

伊
藤
　
愛
華

西
村
　
麗
怜

中
森
　
美
咲

江
町
　
恋
々

溝
口
　
重
富

細
谷
　
芙
優

大
矢
　
詩
季

田
中
　
涼
葉

山
本
麗
桜
奈

奥
泉
　
彩
華

坂
本
　
涼
香

（
二
十
二
名
）

三
月
四
日
（
目
）
、
矢
田
野
小
学
校
体
育
館

て
、
第
四
十
三
回
矢
田
野
校
下
ソ
フ
ト
バ

ー
ポ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
粟
津
町
か
ら
は
A
チ
ー
ム
、
B
チ
ー
ム
が

場
し
ま
し
た
。

「
ソ
フ
ト
」
と
名
前
が
付
い
て
い
る
通
り
、

年
度
か
ら
　
「
こ
れ
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参

し
た
こ
と
無
い
方
々
に
も
、
ハ
ー
ド
ル
を
下

て
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
」
と
い
う
コ

セ
プ
ト
で
、
こ
の
競
技
に
変
更
し
ま
し
た
。

そ
の
名
の
通
り
ポ
ー
ル
が
柔
ら
か
く
や
や
大

く
な
り
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ
が
低
く
な
り
、
ま

ネ
ッ
ト
近
辺
で
は
ス
パ
イ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
の

に
ジ
ャ
ン
プ
禁
止
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

は
全
く
違
う
感
覚
で
し
た
。

事
実
、
サ
ー
ブ
が
届
き
に

く
く
な
る
、
ア
タ
ッ
ク
し
よ

う
と
し
て
ジ
ャ
ン
プ
し
か
け

て
思
い
と
ど
ま
る
、
ま
た

ジ
ャ
ン
プ
し
て
し
ま
っ
て
逆

に
相
手
に
ポ
イ
ン
ト
を
与
え

て
し
ま
う
な
ど
、
戸
惑
う
場

面
も
多
く
発
生
し
、
笑
い
を

交
え
な
が
ら
プ
レ
イ
し
ま
し

た。
成
績
は
、
A
チ
ー
ム
は
残

念
な
が
ら
予
選
敗
退
し
ま
し

た
が
、
B
チ
ー
ム
が
三
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
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二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り
下
粟

津
会
館
に
て
、
子
供
会
主
催
の
お
楽
し
み
会

＆
六
年
生
を
送
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
会
メ
ン
バ
ー
六
十
一
名
が
参
加
し
、
ク

イ
ズ
ゲ
ー
ム
、
綱
引
き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、

様
々
な
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
引
き
続
き
六
年
生
を
送
る
会
で
、

六
年
生
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
挨
拶
と
、
中
学

へ
入
っ
て
か
ら
の
抱
負
と
将
来
の
夢
を
述
べ

た
後
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
で
作
っ
た
花
道
か

聞
閣
醒
開
園

一
月
十
三
日
（
日
）
午
前
八

時
よ
り
、
湯
ノ
下
八
幡
神
社
に

て
子
供
会
に
よ
る
左
議
長
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

す
っ
き
り
晴
れ
渡
っ
た
青
空

の
下
、
子
供
達
が
各
家
庭
を
回

り
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
町
内
の
方
々

か
ら
頂
い
た
お
年
玉
を
参
加
児

童
に
配
り
ま
し
た
。
御
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、

多
く
の
町
民
の
方
が
神
社
へ
初

詣
に
訪
れ
ま
し
た
。

壮
年
会
が
参
拝
客
の
方
々
に
、

約
一
五
〇
食
の
ぜ
ん
ざ
い
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

灘
簿
の
ぎ
挨
拶

公
民
館
主
事
　
小
林
　
順
考

本
年
度
、
公
民
館
主
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
西
一
－
一
組
の
小
林
で
す
。

こ
れ
ま
で
公
民
館
文
化
部
長
、
体
育
部
長

を
経
験
し
、
先
輩
方
か
ら
沢
山
の
事
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
よ
り
良
い
も

の
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
は
新
し
い
公
民
館
行
事
を
一
つ
追

加
し
ま
す
。
ま
た
四
月
に
は
下
粟
津
と
し

て
は
二
十
数
年
ぶ
り
と
な
る
大
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
天
皇
陛
下
の
譲
位

に
よ
り
新
元
号
と
な
る
な
ど
、
例
年
と
は

違
う
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

老
若
男
女
問
わ
ず
気
軽
に
参
加
し
て
頂

き
、
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
よ
う
、
役
員
一
同
全
力
で
活
動
し
て
参

り
ま
す
が
、
各
種
団
体
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
な
し
で
は
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
各
行
事
に
は
皆
様
、
積
極
的

に
参
加
、
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
間
、
町
民
の
皆
様
に
、
行
事

に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
、
来
年
も
ま
た

参
加
し
た
い
、
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
T
L
指
導
・
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


